
皮膚   (皮 ) 2016年 5月 10日

黒川理科研究会     永澤 義人

1。 人間の体は皮膚とい う皮ですきまなくおおわれているのです。

皮膚つてし知つていますか。皮ともいいますね。

(体の学習では皮膚と言 うように教えておきたいものです)

|わたしたち人間の体全体が皮膚ですきまなく (こ のすきまなくとい うことを強調
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F.51.皮膚はどこのありますか。みんなの体の皮膚を、指さしてみましょう

児童  ほつべたを指さす   首の下を指さす。

ほっべたをつまむ   首のの皮膚をつまむ

間 2  もしあなたのからだの皮膚が破れたらどうなりますか

からだの皮膚はどんな働きをしていますか。

児童  ・皮膚が破れたら血が出てくる。

・ 体のなかのものがとびだして ぅる。肉がでてくる。

貯風昌に入つたり水泳ぎしたときにきたない水が傷から体のなかには

いってしまう。

・化のうした り病気のもとになる細菌がからだのなかに入るのをふ

せいででいる。

・腕や脚をまげたりのばしたりするのに敏rllだ。

・皮膚は自由に伸び縮めすることができる。

・皮膚はひつばると、 うんと伸びるところとほとんで伸びないとこ

ろがある。

FH3 3 自分のからだの皮膚をひつばつてみましょう。

1)自 分の親指と人差 し指ではつべたをつまんでみましょう。

親指と人差し指の間にうすい皮が持ち上がってきます。これが皮 (皮膚)で

す。指ではさんでいるのIま はつべたの皮です。

みなさんのほっべたの皮膚のです。

児童 おれのほつべたの皮 うすい。ひつぽつと皮がのびる。

うんとひっばると痛くなる。

2)今度は親指 と人差し指で あごの下の首の皮膚 (かわ)をつまんでみまし

ょう。ほつ
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首のかわはほつべたたの皮膚よりもひつばつとうんとのびる。

ほっっべたの皮膚よりもうすいように思 う。

3)左手の人差し構と親指の間の皮膚を右手の親指と人難 し指でつまんでひつ

ばつてみましょう。

手のこうのところの皮膚もひつばつてみましょう。

児童 手の皮は うすいようだ。

つまんでひつばると皮膚がのびてくる。

手をみると書い血管が見えてくる。

4)も も (上肢)の度をひつばると

児童 ももの皮膚はあまりつまめない。

首の皮膚のようにはのびてこない、

5)下鮫の皮膚は

膝翼節の下はつむと

児童 大きくつまむとのびてくる。

下肢の皮膚はつまむと

児童 つまみにくいところとつまみやすいところがある。

6)足底の皮膚は

児童 かかとの皮膚はすごく聞い。
‐

ひつこんでいるところはあまりかたくない。

幾指の皮膚は少 しかたい

小指の皮膚はまりかたくない。

質問  自分の皮膚を与|つ 張つてみてわかつたこと。

児童 体の皮膚は大体のところがひつばれる。

皮膚の厚さは体のいろんなところでかわつている。

皮膚をひつばつてみるとひつばつて皮膚の伸び方が 体の場所によ

つて違 う

1体の皮膚は体の場所や働きによつて厚さがちがう
|1

:の です                    |

大人のひとの
機警墨量:壼膚奮會壌[:「 :∫旦五婁革壇薫与。 し

皮膚のあつさはからだのほとんどで、 1か ら2ミ リメー トルです。

でも足裏では大分あつくて 5魏 くらいです。まぶたのところはとてもう

くなつています。

2.皮膚の仕組み

皮膚はみつつの部分にわかれています。
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上のほ うから順に 表皮  真皮  皮下組織  と分かれています。

1)表皮

いちばん外側の皮膚は表皮 と呼ばれて人のか らだを覆つています。表皮はとつ

てもうすいのです。表皮はたくさんの細胞がいくえにもかさなってできています。

表皮のIIB胞 は上の方からだんだん死んでいつて垢 (あか)や頭のふけになつて体

からはがれておちて しまいます。下のほ うか ら新 しい表皮の細胞がつくられて表

面にでてくるのです。表皮ができて死んで しま うまでは約一ヶ月 といわれていま

す。だか ら表皮はいつも新 しい細胞でできているのです。

実験 1 頭をこすつてみて ください。ふけがおちてきます。 これが頭の表皮の死

んだものなのです。

実験 2 お風呂に入つた ときにからだを手でこすつてみましょう。垢 (あか )

がでます。これが体の表皮の死んだものです。表皮が死ぬと垢になつて体か

らはがれておちるのです。

2)真皮

皮膚の大部分です。コラーゲンでできた繊維性結合物質で表皮 と入 り組んでい

ます。真皮には細い毛細血管がこまかくいつぱい通つています。いつも栄養が充

分に供給されています。また神経も通つています:神経についてはまたのべます。

汗は汗腺 とい うとてもたくさんのながくて細い うずまき状のくだがあります。

汗はこのうずまき型のなかで血液のいらないものが水分 と一緒になつて作 り出

されるのです。

汗腺の働きで気温が変わつても体温を一定にたもつことができるのです。

風邪を引いて熱がでたときは皮膚の表面にあせがいつぱいでます。そして皮膚

からでた汗は大気のなかに蒸発 します。液体の汗が水蒸気に蒸発するときに体の

熱をうばつてかぜの熱がさがるのです。

実験  気温の高い日には体温は上がるでしようか

体温の低い日には体温はさがるでしょうか。

気温のいろいろと違つた日に体温をはかつてみましょ

人間は気温が高くても低くても体温は大体お同じになるようになつていま

す。

いろいろな気温の日に体温をはかりましょう。

体が平常の時の体温を平熱 といいます。体の正常なときに平熱を測つて

知つておきましょう。

3)皮下組織

結合組織 と皮下脂肪から出来てお り、」寒さ ら厚 さなど外界の東1激 を

緩和する働きがあります。

4)皮膚と毛

人の皮膚はほぼ全身が毛でおおわれています。毛は一 日に0.2か ら0.5
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観伸びます。毛が伸びていくのは毛が育つていくからです。皮膚の申に毛の根

があります。毛lt二種類あつて毛には細くて短いのと太くて長いのです。細く

て短いのは うぶ毛でこれはからだの大部分にはえている毛です。太くて長いの

はこう毛で髪の毛 。まつげなどです。毛のない部分は霧・ 手のひら。足の裏

髪は切つてももいたくありません。爪も切つてもいたくありません。

3.皮膚は外界からの体への刺激を感 じとります。

皮膚の大きい仕事は感 じるとい うことです。

人のAll(皮膚)は眼や耳と同じように独立した感覚器官なのです。皮膚が直接

そのものに無れることでヒトはいろいろな情報をうけとつているのです。親覚や

憲覚のように皮膚感覚といわれています。

ア あつたかさ   つめたさ

質問  ヒトの皮膚がそのものに触れることでわかることにはどんなことがある

でしょうか

児童  あつたかい   冷たい

お湯に手を入れるとあつたかい。

氷 りを手で擦むと冷たい。

そ うです。温度を懸 じる感覚は暖かさを感 じる温感の神経と冷たさを感 じる神

経 2種類あります。

実験 ピーカーに水をいれます。

10度  20度  30度   40度  の温度野水を用意 します。

そのビーカーの水に構をいれましょう。

冷たいと感じるのは 何度でしょう。

熱いと感 じるのは  何度でしょうも

もつとも気持ちがいいと思 うのは何度でしょう。

みなさんがお風呂にはいるときには風呂の水の温度を何度にしてはい りま

すか。風呂についている機械の表示を信用 しないで棒温度計ではかつて

温度を確かめましょう。

イ ざちぎら つるつる 触覚

ざらぎらしたもの 例えば かみやす り

つるつるしたもの     上等な紙

いろんなものに眼をつぶつて 指でさわつてみます、

ハ 痛み鈴感覚

痛みは体の大事のところに強く餞つたり

傷がついたとき   打撲 したとき

とにかく体の部分に異常があることを知らせる信号です。
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これは体を守るすごく大切な信号なのです。

実験  コンパスの先などかなもので先のとがったものを用意 します。

手の甲に軽く触れながら刺すようにしてず らしていきます。

痛みを感 じたところが痛点です。

少 しあたためて手の甲にふれてずらしていき

曖かさを感 じたところが温点です。

少 しつめたくしてずらしていきます。

冷たさをかんじたところが冷点です 。

爪場枝など先のとがつたものを手の甲の上をず らしていきます。

そのときにさわつたなあと感 じるところが触点です。

皮膚の感覚神経

自由神経終末  触覚  温覚  冷覚 圧覚 痛覚  をかつ触ちする

メルケル小体とマイスネル小体 圧覚 触覚

バチニ小体  圧覚  と  振動

ルフイニ小体  皮膚を横方向に引つ張る刺激を感知  温覚

クラウゼ小体  温覚

皮膚には難難 楓覚・冷覚・鷹覚・療覚など人間がいきていくのに必要な

情機を感知するしくみがあります。

これらの皮膚感覚はたがいに感 じ合い kんけい し合つて複雑な感覚をつくります。

またよう覚といつてかゆいとかくすぐつたいとかとい う感覚もあります、

皮膚でいちばんかんじやすいところは
´
舌  鼻   唇  指先  てのひら  ひたい  などです。

「
…

=丁
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…
1

:      すばらしい人生をおくりましょう。   三
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